
表紙紹介

クイズに挑戦

＜個人情報の取り扱いについて＞ 皆さまからいただいた個人情報に
ついては、適切に管理するとともに、賞品の発送及び広報紙作成の
参考とする以外の目的には使用いたしません。

広報紙の中に
ヒントがあるよ

Q
　令和7年4月以降のご加入から、建物
共済で自動◯◯特約の附帯が全地域で
可能になりました。 答え：○○

※解答の発表は、「NOSAIおかやまNo.26（秋号）」の紙面に記載します。
　また、当選者の発表は、商品の発送をもって代えさせていただきます。

ハガキまたはメールで郵便番号・住所・氏名・
年齢・電話番号・本紙全体のご意見・ご感想を
ご記入のうえ、右記宛先までご応募ください。

●応募締切／令和7年5月30日（金）（当日消印有効）
〒700-8602 岡山市北区桑田町1-30
岡山県農業共済組合
「のうぎょう川柳」係 または 「クイズに挑戦」係

●宛先／のうぎょう川柳のうぎょう川柳 クイズ＆

応募方法・宛先
E-mail　kouhou@ok-nosai.or.jp

メールは
こちら

No.22（秋号）の解答 評価前

現金納入でのお支払忘れ等を未然に防止するため、掛金等の納入には口座振替をお願いしています。
現在口座振替をしていない方、登録済み口座や名義の変更をご希望の方は「口座振替依頼書」を金融機関、
もしくはお近くのＮＯＳＡＩまでご提出ください。　※「口座振替依頼書」が必要な方はお近くのＮＯＳＡＩまでご連絡ください。

株式会社松﨑牧場・ジェヌイーノ　松﨑 範之さん（51）・まゆみさん（49）

　岡山市東区で酪農・乳加工品の製造販売を営む株式会社松﨑牧場は、親子３代で
「ミルククオリティ（乳質）」に力を注いだ経営に取り組んでいます。自家栽培の
良質な牧草をサイレージ※に加工して与えることで、臭みがなく甘みが強い、おい
しい牛乳を生産しています。
　直営店「ジェヌイーノ」ではジェラートを製造・販売しています。ジェヌイーノ
とは、イタリア語で「真実」「本物」という意味。搾って３時間以内の牛乳から作ら
れたジェラートは、素材のおいしさが詰まった「本物」の味わいで、年齢を問わず
愛されています。業務用の販売に力を入れ、県内の飲食店を中心に納品。松﨑
さんは「『一次産業の中で生まれた商品』は、農家の良質な生産物を大切に使って
作られています。松﨑牧場の商品と分からなくても、日常に溶け込むことで多くの
人においしく食べてもらいたい」と、「本物」の普及に尽力しています。

まつざき  のりゆき

※牧草などの飼料作物を乳酸発酵させたエサ

［本　　所］ ☎086-（230）5542
［備北支所］ ☎0866-（21）0350

［備前支所］ ☎086-（277）5511
［美作支所］ ☎0868-（54）5061

［備南支所］ ☎0866-（83）2600
■お問合わせ先

＜共済掛金等の口座振替をお願いしています＞

チーズの製造工程で栄養価の高いホエイ（乳清）が廃棄されている
ことに着目し、SDG’sの観点から2024年に「ホエイソープ」を開発
しました。無添加処方で肌に優しく、保湿力が高いため、敏感肌の方も
安心してご使用いただけます。
＜ご使用上の注意＞
１．液体せっけんのため、泡タイプ用ポンプのご使用を推奨しています。
２．ポンプは付属していませんので、別途ご用意ください。
３．ホエイ成分が沈殿しますので、よく振ってからご使用ください。
４．乳アレルギーの方は使用をお控えください。

正解者の中から抽選で
5名様に
株式会社松﨑牧場の
「ホエイソープ（顔・身体用）」
をプレゼント

株式会社松﨑牧場の
「ホエイソープ（顔・身体用）」
をプレゼント

株式会社松﨑牧場の
「ホエイソープ（顔・身体用）」

●100ml×7個入
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令
和
６
年
11
月
27
日（
水
）に
、

東
京
都
内
に
て「『
未
来
へ
つ
な
ぐ
』

サ
ポ
ー
ト
運
動
令
和
６
年
度
全
国

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
大
会
」が
開
催
さ
れ

ま
し
た
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岡
山
県
関
係
者
の
方
が
、
令
和

６
年
度
農
業
共
済
功
績
者
表
彰
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介

し
ま
す
。

　
収
入
保
険
の
加
入
者
を
対
象
に
、
保
険
料
等
の
助
成
措
置

を
実
施
し
て
い
る
地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
、
収
入
保
険

の
実
施
主
体
で
あ
る
全
国
農
業
共
済
組
合
連
合
会

（
N
O
S
A
I
全
国
連
）よ
り
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
助
成
は
、
自
然
災
害
や
価
格
低
下
等
、
農
業
者
の

経
営
努
力
で
は
避
け
ら
れ
な
い
様
々
な
リ
ス
ク
に
備
え
る

た
め
、
農
業
経
営
収
入
保
険
に
加
入
す
る
方
に
対
し
、
そ
の

保
険
料
の
一
部
を
補
助
す
る
も
の
で
す
。

　
助
成
の
効
果
に
よ
り
、
加
入
者
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
り
、

加
入
者
数
が
増
加
。
収
入
保
険
の
普
及
拡
大
に
大
き
く
貢
献

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
12
月
13
日（
金
）に
、岡
山
県

農
業
共
済
組
合
６
階
大
会
議
室
に
て
、

第
15
回
臨
時
総
代
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
総
代
数
１
２
５
名
の
う
ち
、会
場
出
席

者
12
名
、
書
面
議
決
書
提
出
者
98
名
の

過
半
数
の
出
席
に
よ
り
、臨
時
総
代
会
は

成
立
し
ま
し
た
。

　
議
長
に
は
、
井
笠
地
区
の
岸
野
榮
治

総
代
が
選
任
さ
れ
、
６
議
案
に
つ
い
て

ご
審
議
い
た
だ
き
、原
案
の
と
お
り
可
決

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
15
回  

臨
時
総
代
会
開
催

●
第
１
号
議
案

　
令
和
６
年
度
業
務
収
支
の
補
正
予
算
案

　
に
つ
い
て

●
第
２
号
議
案

　
定
款
の
変
更
に
つ
い
て

●
第
３
号
議
案

　
事
業
規
程
の
改
正
に
つ
い
て

●
第
４
号
議
案

　
果
樹
共
済
危
険
段
階
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掛
金
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設
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つ
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●
第
５
号
議
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畑
作
物
共
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険
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掛
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の
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て

●
第
６
号
議
案

　
損
害
評
価
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

◆
臨
時
総
代
会
提
出
議
案

髙橋　博　全国農業共済協会長

令
和
６
年
度
農
業
共
済
　
功
績
者
表
彰

第
１
号
表
彰

共
済
連
絡
員
、
損
害
評
価
員
、

損
害
評
価
会
委
員
、
家
畜
診
療

所
運
営
委
員
、
農
業
共
済
事
業

運
営
協
議
会
委
員
、又
は
嘱
託
・

指
定
獣
医
師
等
と
し
て
農
業

共
済
事
業
の
適
正
な
運
営
と

進
展
に
協
力
し
、
顕
著
な
功
績

の
あ
っ
た
者
。

越
宗　
忠
勝
（
赤
磐
市
）

髙
上　
忠
義
（
総
社
市
）

難
波　
武
志
（
吉
備
中
央
町
）

中
村　
頼
之
（
美
作
市
）

（
敬
称
略
）

助成措置を実施
いただいた
地方公共団体

笠岡市 赤磐市

早島町 矢掛町

収入保険ご加入の皆さまへ

　令和6年契約の保険金等の請求手続き、令和7年契約の補償内容の算定をスムーズに進める
ため、以下の点にご協力をお願いします。

ご不明な点がございましたら、お気軽に最寄りのNOSAI各支所へお問い合わせください。

●令和６年分の税務申告書類の早期提出をお願いします。

●税務申告書類だけでは品目ごとの販売金額の内訳が整理できない場合、
　その内訳が確認できる書類の提出をお願いします。

（写真左）赤磐市長　友實 武則 氏　（写真右）組合長　佐藤 俊和 写真提供：公益社団法人 全国農業共済協会
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彰

第
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号
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彰
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絡
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損
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価
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損
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会
委
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委
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越
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忠
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（
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磐
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忠
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（
総
社
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難
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武
志
（
吉
備
中
央
町
）

中
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頼
之
（
美
作
市
）

（
敬
称
略
）

助成措置を実施
いただいた
地方公共団体

笠岡市 赤磐市

早島町 矢掛町

収入保険ご加入の皆さまへ

　令和6年契約の保険金等の請求手続き、令和7年契約の補償内容の算定をスムーズに進める
ため、以下の点にご協力をお願いします。

ご不明な点がございましたら、お気軽に最寄りのNOSAI各支所へお問い合わせください。

●令和６年分の税務申告書類の早期提出をお願いします。

●税務申告書類だけでは品目ごとの販売金額の内訳が整理できない場合、
　その内訳が確認できる書類の提出をお願いします。

（写真左）赤磐市長　友實 武則 氏　（写真右）組合長　佐藤 俊和 写真提供：公益社団法人 全国農業共済協会

受賞者

収
入
保
険

収
入
保
険
の
保
険
料
等

助
成
措
置
に
対
し
て

感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た 感

謝
状

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

「
未
来
へ
つ
な
ぐ
」サ
ポ
ー
ト
運
動　
令
和
６
年
度　
全
国
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
大
会
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農
機
具
共
済

昨年、果樹カメムシ類が多発し（写真１）、果樹で大きな被害を受けました（写真2）。
ここでは、露地栽培を対象に、初夏までの果樹カメムシ類の対策を簡単に説明します。

◆ 初夏までの果樹カメムシ類対策 ◆

　主な飛来時期は5月の連休頃から5月末にかけてと、6月中下旬からの2回あります。2回目の終息時期は
条件によって変化します。近年はいずれの時期も夜温が高く、夜行性の果樹カメムシ類には活動しやすい
条件になっています。特に2回目の時期に降雨がなければ、多発年には毎晩のように果樹園に飛来していると
考えてよいでしょう。

　いずれの飛来時期も薬剤散布が基本の対策です。袋かけは果樹カメムシ類の口針を果実に届きにくくする
ことから、早めに実施しましょう。黄色灯は多発年には防除効果が低く、近年は黄色光を忌避しない種も増加
しています。そのため、果実が袋に接するほど肥大したら、黄色灯に頼らず、定期的に殺虫剤を散布しましょう。
特にモモは2回目の飛来時期に成熟期を迎えますので、薬効を切れ目なく持続させることが大切です。

　多発年か否かの情報はとても大切です。詳しい説明は割愛しますが、春先にスギやヒノキの花粉飛散数が
極端に多く、かつ暖冬だと翌年の被害が多発します。さらに、その年のスギやヒノキの花粉飛散数が極端に
少ないと、成熟期の被害がさらに助長されます。今年の果樹カメムシ類の発生量は、病害虫防除所が発表
する5～7月の発生予察情報をご参照ください。

（作成：岡山県農林水産総合センター）

初夏までの果樹カメムシ類の飛来時期1

有効な対策2

多発年をどうやって知るか3

（写真1）果実袋の上からモモを加害する果樹カメムシ類 （写真2）モモ幼果の被害
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牛を止めるときの
動物取扱者の位置
（フライトゾーンの外側）

A

牛を動かすときの
動物取扱者の位置
（フライトゾーンの内側）

B

バランスポイント

牛の死角

フライト
ゾーンの境界

ストックマンシップを向上させよう

　ストックマンシップとは、牛との良好な関係を築く能力で、　「管理の知識」　「管理の技術」　「個人
の資質」の３要素から構成されています。
　　 の中でも「恐れ」の知識が重要となり、「恐れ」を利用して牛を取り扱うことができます。図のフライト
ゾーン・バランスポイントはその一例です。
　  は「恐れ」を適切に制御する技術のことです。出生直後・離乳時・初産分娩時に撫でたり、優しく
声をかけることで、「恐れ」を和らげることができます。
　　 で大切なのは牛や畜産業に対する考え方で、好意的に牛に接すると、牛の反応も温和になっていき、
取り扱いやすく、好循環となります。
　「知識」「技術」「資質」の3つの歯車を回し、楽しく働きましょう。

家畜診療所だより

美作家畜診療所　所長　椿 修

　農業共済新聞は、「農家に学び、農家に返す」を編集の基本方針として、農家の
営農と暮らしに役立つ情報を提供しています。農業共済制度や収入保険制度の
情報だけでなく、ビジネス面（経営改善）、すまいる面（暮らし、娯楽）、営農技術面
（農産物流通、資材）など、幅広い分野を網羅しています。
　中国版紙面では地元の記事も掲載されています。月４回の週刊発行なので、
お気軽にご購読いただけます。

〈フライトゾーンとバランスポイント〉

2016©OIE-Terrestrial Animal Health Codeより引用 農林水産省畜産局「家畜の輸送に関する技術的な指針」より引用

農業共済新聞を購読しませんか？

人が一定の距離を越えて近づくと逃げようとする境界線。
その境界線となる距離は畜種や個体によって異なる。
人がフライトゾーンの外側にいる場合、家畜は動かず、
フライトゾーンの内側に入ると家畜が動く（逃げる）。

無理なく家畜をコントロールするための立ち位置（家畜
の肩の真横）。バランスポイントの後方（尻側）からフラ
イトゾーンの内側に入ると家畜は前進し、バランスポイ
ントの前方（頭側）からフライトゾーンの内側に入ると
家畜は後退する。

フライトゾーン

バランスポイント

建
物
共
済

自動継続特約が
始まりました！

新

令和７年４月以降のご加入より全地域で附帯が可能です

３年～10年
選べる継続年数

※２年目以降は「自動継続意思確認票」が届きます。
　記載してある加入内容をご確認頂き、内容に変更がなければ
　お手続き無しで契約が継続されます。

特約の附帯で翌年から申込書の提出が不要

●特約の附帯は無料です。
●継続をご予定の方は附帯をおすすめ
　します。
●ご加入内容の変更がある場合のみ
　NOSAIにご連絡ください。

ご希望の継続年数に
〇をつけて
提出するだけで申込完了

うっかり提出を忘れていて建物の保険が切れていた…
加入申込書を
無くしてしまった…

こんな心配が
無くなります！

ブランケット判（大判）8ページ
毎週水曜日発行
購読料／年額5,520円（税・送料込）

購読の申し込みはお近くのNOSAIまでご連絡ください
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ご加入手続きが簡単になります！
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牛を止めるときの
動物取扱者の位置
（フライトゾーンの外側）

A

牛を動かすときの
動物取扱者の位置
（フライトゾーンの内側）

B

バランスポイント

牛の死角

フライト
ゾーンの境界

ストックマンシップを向上させよう

　ストックマンシップとは、牛との良好な関係を築く能力で、　「管理の知識」　「管理の技術」　「個人
の資質」の３要素から構成されています。
　　 の中でも「恐れ」の知識が重要となり、「恐れ」を利用して牛を取り扱うことができます。図のフライト
ゾーン・バランスポイントはその一例です。
　  は「恐れ」を適切に制御する技術のことです。出生直後・離乳時・初産分娩時に撫でたり、優しく
声をかけることで、「恐れ」を和らげることができます。
　　 で大切なのは牛や畜産業に対する考え方で、好意的に牛に接すると、牛の反応も温和になっていき、
取り扱いやすく、好循環となります。
　「知識」「技術」「資質」の3つの歯車を回し、楽しく働きましょう。

家畜診療所だより

美作家畜診療所　所長　椿 修

　農業共済新聞は、「農家に学び、農家に返す」を編集の基本方針として、農家の
営農と暮らしに役立つ情報を提供しています。農業共済制度や収入保険制度の
情報だけでなく、ビジネス面（経営改善）、すまいる面（暮らし、娯楽）、営農技術面
（農産物流通、資材）など、幅広い分野を網羅しています。
　中国版紙面では地元の記事も掲載されています。月４回の週刊発行なので、
お気軽にご購読いただけます。

〈フライトゾーンとバランスポイント〉

2016©OIE-Terrestrial Animal Health Codeより引用 農林水産省畜産局「家畜の輸送に関する技術的な指針」より引用

農業共済新聞を購読しませんか？

人が一定の距離を越えて近づくと逃げようとする境界線。
その境界線となる距離は畜種や個体によって異なる。
人がフライトゾーンの外側にいる場合、家畜は動かず、
フライトゾーンの内側に入ると家畜が動く（逃げる）。

無理なく家畜をコントロールするための立ち位置（家畜
の肩の真横）。バランスポイントの後方（尻側）からフラ
イトゾーンの内側に入ると家畜は前進し、バランスポイ
ントの前方（頭側）からフライトゾーンの内側に入ると
家畜は後退する。

フライトゾーン

バランスポイント
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物
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自動継続特約が
始まりました！

新

令和７年４月以降のご加入より全地域で附帯が可能です

３年～10年
選べる継続年数

※２年目以降は「自動継続意思確認票」が届きます。
　記載してある加入内容をご確認頂き、内容に変更がなければ
　お手続き無しで契約が継続されます。

特約の附帯で翌年から申込書の提出が不要

●特約の附帯は無料です。
●継続をご予定の方は附帯をおすすめ
　します。
●ご加入内容の変更がある場合のみ
　NOSAIにご連絡ください。

ご希望の継続年数に
〇をつけて
提出するだけで申込完了

うっかり提出を忘れていて建物の保険が切れていた…
加入申込書を
無くしてしまった…

こんな心配が
無くなります！
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支所統合及び事務所移転完了のお知らせ

　令和6年4月1日（月）に「備前支所」「美作支所・美作家畜診療所」、令和6年9月30日（月）に「備北支所・
備中家畜診療所備北出張所」、令和7年1月27日（月）に「備南支所・備中家畜診療所」が開所され、予定して
いたすべての支所統合及び事務所の移転を完了いたしました。
　今後は下記の区域で支所・診療所の運営に取り組んでまいります。組合員の皆様におかれましては、引き続き
ご愛顧のほどよろしくお願い申し上げます。

採用予定人数
若干名

試験会場
岡山県農業共済会館 （岡山市北区桑田町１-３０）

募集期間

令和７年３月１日（土）～４月10日（木）まで

選考方法

応募方法
マイナビよりエントリー後、MY Career Boxより
エントリーシートを提出

業務内容
●農業保険法に基づく事務
●保険の営業　●現地調査等
応募資格

●平成８年４月２日以降に生まれた人で、
　学校教育法に基づく大学（短期大学を除く）を
　卒業した人、または令和８年３月末までに
　卒業見込みの人
●令和８年４月１日時点で、普通自動車運転免許
　（ＡＴ限定可）を所有していること

【お問い合わせ先】
岡山県農業共済組合　総務部総務課

086-224-5588 NOSAI岡山　採用情報

詳細はNOSAI 岡山
ホームページをご確認ください

令和７年４月９日（水）・13日（日）
（エントリーシート提出者に別途通知）

筆記試験（一般教養・適性試験・作文）

一次
試験

令和７年４月25日（金）・26日（土）
一次試験合格者に日時を指定して通知
グループディスカッション

二次
試験

令和７年５月９日（金）・10日（土）
個別面接試験

三次
試験

職員を募集しています（令和8年4月採用）

89

天

地

支　所

4

12

3

〒703-8265　岡山市中区倉田436-2
TEL（086）277-5511 / FAX（086）276-5556

備前支所1

〒714-1211　小田郡矢掛町東三成614-2
TEL（0866）83-2600 / FAX（0866）83-2650

備南支所2

〒716-0002　高梁市津川町今津1922-2
TEL（0866）21-0350 / FAX（0866）22-3456

備北支所3

〒708-0314　苫田郡鏡野町沢田360-1
TEL（0868）54-5061 / FAX（0868）54-2270

美作支所4

診療所

4
5

1

2

3

〒709-3111　岡山市北区建部町福渡1000-1
TEL（086）722-1500 / FAX（086）722-1194

生産獣医療支援センター1

〒714-1211　小田郡矢掛町東三成614-2
TEL（0866）84-1400 / FAX（0866）84-1401

備中家畜診療所2

〒716-0002　高梁市津川町今津1922-2
TEL（0866）22-2211 / FAX（0866）22-0358

備中家畜診療所　備北出張所3

〒708-0314　苫田郡鏡野町沢田360-1
TEL（0868）54-5081 / FAX（0868）54-2271

美作家畜診療所4

〒717-0503　真庭市蒜山富山根301-8
TEL（0867）66-2517 / FAX（0867）66-4626

美作家畜診療所　蒜山出張所5

川
柳
川
柳

テ
ー
マ

転

天

今
号
で
募
集
す
る
テ
ー
マ
は「
温
」ま
た
は「
音
」で
す
。応
募
い
た
だ
い
た
中
か
ら
い
く
つ
か
を
、

「
N
O
S
A
I
お
か
や
ま
№
26
号（
秋
号
）」で
お
名
前
と
ご
住
所（
市
区
町
村
ま
で
）を
あ
わ
せ
て

ご
紹
介
し
ま
す
。応
募
方
法
は
裏
面
ま
で
。 「

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
お
か
や
ま
№
22（
秋
号
）」で
は
、多
数
の

ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご
応
募
い
た
だ
い
た
中
か
ら
２０
句
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

の
う
ぎ
ょ
う

の
う
ぎ
ょ
う

若
い
頃　

転
ぶ
は
ず
な
い　

こ
の
段
差

近
頃
は　

転
職
す
る
も　

美
徳
な
り

天
か
ら
は　

恵
み
と
た
ま
に　

お
叱
り
が

天
丼
の　

大
き
な
エ
ビ
が　

か
み
づ
ら
い

欲
を
出
し　

特
天
そ
ば
食
み　

腹
こ
わ
す

急
斜
面　

転
が
り
な
が
ら　

草
を
刈
る

転
ば
ぬ
よ
う　

畑
へ
出
勤　

自
転
車
で

何
も
無
い　

所
で
転
び　

情
け
な
い

先
の
杖　

転
ん
だ
後
で
は　

も
う
遅
い

転
ぶ
な
と　

言
い
聞
か
せ
つ
つ　

草
を
引
く

晴
れ
女　

天
気
予
報
は　

気
に
し
な
い

転
寝
の　

心
地
良
い
午
後　

冬
温
し

偏
頭
痛　

明
日
の
天
気
は　

雨
だ
ろ
う

初
デ
ー
ト　

桜
の
蕾　

天
泳
ぐ

転
ん
で
も　

人
が
見
て
い
り
ゃ　

直
ぐ
に
起
き

ヘ
ソ
ク
リ
で　

転
倒
防
止　

手
す
り
つ
け

転
機
待
つ　

寝
転
が
っ
て
は　

始
ま
ら
ぬ

天
高
く　

私
が
肥
ゆ
る　

秋
が
き
た
！

転
が
っ
て　

い
ろ
い
ろ
あ
っ
て　

角
が
と
れ

天
仰
ぎ
見　

転
ば
ぬ
様
に　

杖
た
よ
り

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

岡
山
市
中
区　
松　
本　
一　
朗 

さ
ん

瀬
戸
内
市　
　
山　
﨑　
典　
子 

さ
ん

瀬
戸
内
市　
　
木　
下　
百
合
子 

さ
ん

備
前
市　
　
　
寺　
内　
貞　
子 
さ
ん

赤
磐
市　
　
　
岡　
﨑　
孝　
江 
さ
ん

　
総
社
市　
　
　
平　
田　
　
昇　

 

さ
ん

総
社
市 

小　
山　
美
津
子 

さ
ん

笠
岡
市 

土　
屋　
奈
津
子 

さ
ん

井
原
市　
　
　
窪　
木　
　
渉　

 

さ
ん

高
梁
市　
　
　
佐
々
木　
君　
江 

さ
ん

新
見
市 

藤　
井　
峯　
子 

さ
ん

新
見
市 

小　
松　
典　
子 

さ
ん

真
庭
市　
　
　
大　
原　
良　
治 

さ
ん

真
庭
市　
　
　
古　
家　
真
紀
子 

さ
ん

真
庭
市 

石　
原　
敏　
彦 

さ
ん

津
山
市 

妹　
尾　
貴　
子 

さ
ん

津
山
市 

岡　
本　
菜　
海 

さ
ん

津
山
市　
　
　
寺　
坂　
典　
子 

さ
ん

美
作
市 

里　
見　
恭　
子 

さ
ん

美
作
市 

新　
海　
孝　
代 

さ
ん

う
た
た
ね

ぬ
く

支所統合及び事務所移転完了のお知らせ

　令和6年4月1日（月）に「備前支所」「美作支所・美作家畜診療所」、令和6年9月30日（月）に「備北支所・
備中家畜診療所備北出張所」、令和7年1月27日（月）に「備南支所・備中家畜診療所」が開所され、予定して
いたすべての支所統合及び事務所の移転を完了いたしました。
　今後は下記の区域で支所・診療所の運営に取り組んでまいります。組合員の皆様におかれましては、引き続き
ご愛顧のほどよろしくお願い申し上げます。

採用予定人数
若干名

試験会場
岡山県農業共済会館 （岡山市北区桑田町１-３０）

募集期間

令和７年３月１日（土）～４月10日（木）まで

選考方法

応募方法
マイナビよりエントリー後、MY Career Boxより
エントリーシートを提出

業務内容
●農業保険法に基づく事務
●保険の営業　●現地調査等
応募資格

●平成８年４月２日以降に生まれた人で、
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筆記試験（一般教養・適性試験・作文）
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職員を募集しています（令和8年4月採用）
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旧
津
山
市
立
東
幼
稚
園
を
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
し
た
複
合
施
設
「
s
e
n
s
e 

T
S
U
Y
A
M
A
」内
に
光
田
佳
菜
さ
ん
、

神
﨑
祐
子
さ
ん
の
共
同
経
営
で
店
舗

を
構
え
る
「
コ
ウ
ボ
パ
ン
と
お
や
つ

ｋ
ｕ
ｋ
ｋ
ａ
」
は
、
添
加
物
を
抑
え
た

か
ら
だ
に
や
さ
し
い
お
や
つ
を
コ
ン
セ

プ
ト
に
、
パ
ン
や
焼
き
菓
子
な
ど
を
販
売

し
て
い
ま
す
。
店
名
の
「
k
u
k
k
a
」

は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
で
花
を
意
味
し
て

お
り
、
お
し
ゃ
れ
な
店
内
に
は
30
種
類

以
上
の
商
品
が
並
び
ま
す
。
人
気
の

食
パ
ン
に
は
津
山
産
小
麦
の
せ
と
き

ら
ら
と
自
家
製
酵
母
を
使
用
し
、
ふ
っ

く
ら
と
し
た
食
感
に
す
る
た
め
に

日
々
研
究
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　
も
と
も
と
マ
ル
シ
ェ
に
出
店
し
、

焼
き
菓
子
を
販
売
し
て
い
ま
し
た
が
、

令
和
４
年
４
月
に
現
在
の
店
舗
を
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。
桃
の
シ
ー
ズ
ン
に
は

光
田
さ
ん
の
夫
で
あ
る
憲
治
さ
ん
が

経
営
す
る
「
為
桃
園
サ
ン
ピ
ー
チ
」
で

栽
培
さ
れ
た
桃
を
使
用
し
た
タ
ル
ト
や

シ
ョ
ー
ト
ケ
ー
キ
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

お
近
く
に
寄
ら
れ
た
際
に
は
ぜ
ひ
、

「
ｋ
ｕ
ｋ
ｋ
ａ
」
の
ス
イ
ー
ツ
や
パ
ン

を
食
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

コ
ウ
ボ
パ
ン
と
お
や
つ
ｋ
ｕ
ｋ
ｋ
ａ

住　
所　
津
山
市
林
田
７
６
７‐１

営
業
時
間　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
4
時
30
分

定
休
日　
日
曜
日
・
月
曜
日
・
火
曜
日

　
　
　
　
（
不
定
休
あ
り
）

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム　

@
kukka0306

い 

と
う
え
ん

▲ベーグルやクロワッサンなど、様々な種類のパンを販売
　季節に合わせたケーキも人気です

こ
う  

だ   

か   

な

か
ん
ざ
き
ゆ
う  

こ

け
ん  

じ

今号では「美作支所」管内を紹介します。

ノーサイくん探検MAPノーサイくん探検MAP

▲幼稚園の雰囲気を残しながら、おしゃれにリノベーションしています

コ
ウ
ボ
パ
ン
と
お
や
つ

ｋｕ
ｋ
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津
山
市

美作支所美作支所

取
り
組
み
を
通
し
て
、
誰
も
が
社
会
で
活
躍
が
で
き
る

よ
う
な
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
た
い
」
と

い
い
ま
す
。

◆
「
ふ
よ
り
食
堂
」
を
地
域
交
流
の
場
へ

　

廃
校
に
な
っ
た
小
学
校
を
作
業
場
と
し
て
活
用
し
、

一
部
改
築
し
た
棟
は
「
ふ
よ
り
食
堂
」
と
し
て
運
営

し
て
い
ま
す
。
初
め
は
利
用
者
と
職
員
の
食
堂
と
し
て

使
用
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
月
に
一
度
、
地
域
の

人
々
を
招
い
て
、
利
用
者
と
と
も
に
調
理
し
て
食
事
を

す
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
「
地
域
の
方
に
、

『
み
ん
な
が
集
ま
る
場
所
を
作
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
』

と
感
謝
の
言
葉
を
も
ら
い
、
や
り
が
い
を
感
じ
た
」
と

責
任
者
の
西
郷
さ
ん
は
嬉
し
そ
う
に
話
し
ま
す
。
今
後

の
展
望
に
つ
い
て
、
タ
マ

ネ
ギ
の
特
産
化
を
目
指

し
て
い
る
ほ
か
、
「
高
齢

化
が
進
ん
で
い
く
中
で

ど
の
よ
う
に
地
域
の
農
業

を
継
承
し
て
い
く
か
、
地
域

農
家
と
一
緒
に
解
決
し
て

い
き
た
い
」
と
、
さ
ら
な
る

目
標
を
力
強
く
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

◆
農
業
×
福
祉
の
支
援
事
業

　
「
社
会
福
祉
法
人
Ｐ
．Ｐ
．Ｐ
．オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ
！

布
寄
」は
、布
寄
地
域
で
農
福
連
携
を
取
り
入
れ
た

B
型
継
続
就
労
支
援
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
平
成
24
年
、理
事
長
の
出
身
校
で
あ
る
布
寄
小
学
校

の
廃
校
を
き
っ
か
け
に
、
新
た
な
地
域
の
交
流
の
場

と
し
て
蘇
ら
せ
る
た
め
、こ
の
小
学
校
に
拠
点
を
構
え

ま
し
た
。現
在
は
県
外
か
ら
25
人
の
利
用
者
が
集
ま
り
、

職
員
と
と
も
に
タ
マ
ネ
ギ（
10
a
）、
シ
イ
タ
ケ（
４
a
）、

ブ
ド
ウ（
６
a
）を
栽
培
し
、
加
工
か
ら
出
荷
ま
で

行
っ
て
い
ま
す
。責
任
者
の
西
郷
年
宏
さ
ん（
49
）は

「
タ
マ
ネ
ギ
の
栽
培
が
難
し
く
、来
年
こ
そ
は
無
事
に

収
穫
で
き
る
よ
う
試
行
錯
誤
を
重
ね
て
い
る
」
と

話
し
ま
す
。

◆
大
人
気
の

 

「
天
空
の
ぷ
っ
く
り
や
み
つ
き
し
い
た
け
」

　
同
法
人
の
作
る
「
天
空
の
ぷ
っ
く
り
や
み
つ
き

し
い
た
け
」
は
肉
厚
で
歯
ご
た
え
が
あ
り
、
ネ
ッ
ト

販
売
で
も
好
評
で
す
。
高
品
質
を
保
つ
た
め
に
間
引
き

を
徹
底
し
て
お
り
、
間
引
い
た
小
ぶ
り
な
し
い
た
け
は
、

「
キ
ュ
ー
テ
ィ
ー
し
い
た
け
」

と
し
て
販
売
。
ア
ヒ
ー
ジ
ョ

や
天
ぷ
ら
に
す
る
こ
と
を

お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。
地
域

の
方
か
ら
「
し
い
た
け
お
じ

さ
ん
」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て

い
る
職
業
支
援
員
の
森
田
徹

さ
ん（
61
）は
、「
農
福
連
携
の

◀「地域の方と布寄の農業を盛り上げていきたい」と責任者の西郷さん

頑張ってます！頑張ってます！

▲「地域の方でにぎわう場所にしていいきたい」と
　西郷さん（写真右）

農
福
連
携
に
努
め
な
が
ら
、
地
域
交
流
や
農
業
の

継
承
に
取
り
組
む
職
員
の
皆
さ
ん
。
こ
れ
か
ら
も

農
業
を
通
じ
て
、
利
用
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
！

さ
い
ご
う
と
し
ひ
ろ

ふ 

よ
り

も
り
た
と
お
る

▲「食べる人の喜ぶ顔を思い浮かべて
　つくりたい」と森田さん

高梁市成羽町布寄で農業を通じて就労継続支援に
取り組む「社会福祉法人P.P.P.オールスターズ！布寄」
をご紹介します。

〒716-0334 高梁市成羽町長地941-1　TEL.0866-29-3337　http://www.3flower.jp/社会福祉法人P.P.P.オールスターズ！布寄
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